
 まちの話題
 　・小学生自転車安全教室
 　・消防ポンプ操法競技大会など

 鬼石夏祭り・藤岡まつり

 まちの声＆プレゼント

 職員募集

 Information～お知らせ～
 　・歴史館夏季企画展
 　・新成人スタッフ募集など

地域の人に見送られ、スタート
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「ふじおか未来会議」 委員募集

◆　市役所職員採用試験を実施します◆　市役所職員採用試験を実施します◆　多野藤岡広域消防本部職員採用試験を実施します◆　多野藤岡広域消防本部職員採用試験を実施します
平成 29 年４月１日付け採用予定の職員採用試験を実施します。平成 29 年４月１日付け採用予定の職員採用試験を実施します。
問い合わせ問い合わせ　職員課（☎　職員課（☎40402226）2226）

平成29年４月１日付け採用予定の職員採用試験を実施します。平成29年４月１日付け採用予定の職員採用試験を実施します。
問い合わせ問い合わせ　多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部総務課（☎　多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部総務課（☎㉒㉒4838）4838）

試験案内配布試験案内配布　 市役所市民相談室、鬼石総合支所地域振興課（土・　 市役所市民相談室、鬼石総合支所地域振興課（土・
日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）、日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）、
試験案内の郵送請求も可（120 円切手を貼った返信試験案内の郵送請求も可（120 円切手を貼った返信
用Ａ４サイズ封筒に本人の住所・氏名を記入して同用Ａ４サイズ封筒に本人の住所・氏名を記入して同
封し、〒 375-8601（住所記載不要）市役所職員課へ）封し、〒 375-8601（住所記載不要）市役所職員課へ）

　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます
受 付 期 間受 付 期 間　 ７月22日㈮～８月４日㈭（土・日曜日を除く午前８時　 ７月22日㈮～８月４日㈭（土・日曜日を除く午前８時

30分～午後５時15分）に、直接または郵送（82 円切30分～午後５時15分）に、直接または郵送（82 円切
手を貼った返信用封筒に本人の住所・氏名を記入し手を貼った返信用封筒に本人の住所・氏名を記入し
同封してください。締め切り日当日消印有効）で職同封してください。締め切り日当日消印有効）で職
員課へ員課へ

試 験 会 場試 験 会 場　市役所　市役所
第１次試験第１次試験　９月 18 日㈰に実施　９月 18 日㈰に実施
第２次試験第２次試験　第１次試験合格者を対象に 10 月下旬に実施　第１次試験合格者を対象に 10 月下旬に実施
職種・要件など職種・要件など　　下表のとおり下表のとおり

試験案内配布試験案内配布　 　 ７月21日㈭から消防本部総務課（土・日曜日、祝７月21日㈭から消防本部総務課（土・日曜日、祝
日を除く午前８時30分～午後５時15分）、試験案日を除く午前８時30分～午後５時15分）、試験案
内の郵送請求も可（120 円切手を貼った返信用Ａ４内の郵送請求も可（120 円切手を貼った返信用Ａ４
サイズ封筒に本人の住所・氏名を記入して同封し、サイズ封筒に本人の住所・氏名を記入して同封し、
〒 375-0024 藤岡市藤岡 982 番地多野藤岡広域市町〒 375-0024 藤岡市藤岡 982 番地多野藤岡広域市町
村圏整備組合消防本部総務課へ）村圏整備組合消防本部総務課へ）

受 付 期 間受 付 期 間　 　 ８月１日㈪～12日㈮（土・日曜日、祝日を除く午前８月１日㈪～12日㈮（土・日曜日、祝日を除く午前
８時30分～午後５時15分）に、直接または郵送（82８時30分～午後５時15分）に、直接または郵送（82
円切手を貼った返信用封筒に本人の住所・氏名を記円切手を貼った返信用封筒に本人の住所・氏名を記
入し同封してください。締め切り日当日消印有効）入し同封してください。締め切り日当日消印有効）
で消防本部総務課へで消防本部総務課へ

試 験 会 場試 験 会 場　　多野藤岡広域消防本部多野藤岡広域消防本部
第１次試験第１次試験　　９月 18 日㈰に実施９月 18 日㈰に実施
第２次試験第２次試験　　第１次試験合格者を対象に実施第１次試験合格者を対象に実施
職種・要件など職種・要件など　　下表のとおり下表のとおり

固
定
資
産
評
価

　
　

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
市
議
会
定

例
会
で「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
」の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
市
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と
は
、
各

市
町
村
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
委
員

会
で
す
。
専
門
的
・
中
立
的
な
立
場
か
ら

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
関
す
る
不
服
の
審
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。

仁井田　正弘 さん
（三波川）

浅見　昭次郎 さん
（上落合）

職種（定員） 要件・資格 一次試験内容

消防職員Ａ
（若干人）

４年制大学を卒業（平成29年３月卒
業見込み可）し、平成４年４月２日
～７年４月１日に生まれた人

▽日本国籍を有し、地方公務員法第16条の欠格
条項に該当しない人 ▽藤岡市・上野村・神流
町・高崎市（吉井町）の勤務地に通勤可能な人 ▽

普通運転免許を所持（平成29年４月１日までに
取得見込み可） ▽両眼視力0.8以上かつ一眼それ
ぞれ0.5以上（矯正視力を含む）・職務遂行に支障
のない色覚・聴力正常・身体が健全で職務遂行
に支障のない人

教養試験　
適性検査　
身体検査消防職員Ｂ

（若干人）

高等学校を卒業（平成29年３月卒業
見込み可）し、消防職員Ａの学歴資
格に該当しない人で平成４年４月
２日～11年４月１日に生まれた人

職種（定員） 要件・資格 一次試験内容
一般事務Ａ
（５人程度）

４年制以上の大学を卒業（平成 29 年３月卒業見込み可）し、
昭和 62 年４月２日～平成７年４月１日に生まれた人

日本国籍を有
し、地方公務員
法 第 16 条 の
欠格条項に該
当しない人

大学卒業程度の教
養試験・適性検査

一般事務Ｂ
（若干人）

高等学校を卒業（平成 29 年３月卒業見込み可）し、一般事
務Ａの学歴資格に該当しない人で、平成３年４月２日～ 11
年４月１日に生まれた人

高校卒業程度の教
養試験・適性検査

土木Ｃ
（５人程度）

大学の土木系学科を卒業（平成 29年３月卒業見込み可）した人
または２級土木施工管理技士以上の資格を有する人で、昭和
56 年４月２日～平成７年４月１日に生まれた人

大学卒業程度の専
門試験・適性検査

一般事務D
（若干人）

４年制以上の大学を卒業（平成 29
年３月卒業見込み可）し、昭和 56
年４月２日～平成７年４月１日に
生まれた人

▽身体障害者手帳の交
付を受けている人 ▽自
分で通勤ができ、介助
者無しで職務遂行が可能
な人 ▽介助者無しで、10
ポイント程度の活字印
刷文による筆記試験と
口頭による面接試験に
対応できる人

大学卒業程度の教
養試験・適性検査

一般事務Ｅ
（若干人）

高等学校を卒業（平成 29 年３月
卒業見込み可）し、一般事務Dの
学歴資格に該当しない人で、昭和
56 年４月２日～平成 11 年４月１
日に生まれた人

高校卒業程度の教
養試験・適性検査

まちづくり
ワークショップ

　藤岡市が目指す姿とその実現のための取り組みを示す「第５次藤岡市総合
計画」を策定するにあたり、皆さまの思いや意見を計画へ反映させるため「ふ
じおか未来会議」を開催します。
　未来のまちづくりについて、自由な意見を聞かせてください。

期間　 ８月～10月の間で毎月１回（全３回）、
各回２時間程度（水曜日の夜間を予定）

会場　藤岡市役所内会議室
内容　 未来のまちづくりに関わるテーマを提

示します。テーマに沿ってメンバー同
士で自由に意見交換し、結果をまとめ
ていただきます

対象　市内在住・在勤・在学の18歳以上の人

定員　 12人程度（応募多数の場合は、応募動
機・地域・年齢などを考慮し選考）

申し込み・問い合わせ
　 ７月15日㈮までに企画課および市ホームペ
ージにある応募用紙に必要事項を記入し、
郵送・持参・メールのいずれかで企画課
（☎402424・ kikaku@city.fujioka.gunma.
jp）へ

藤岡の良いところって
どこだろう？？

もっと〇〇があると
暮らしやすいのでは

「明日」の藤岡は
どんなかな？子どもにも、孫にも、

ずっと住みやすい
市であってほしい
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国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
毎
月
の
保
険
料
を
納
め
る
人
）

が
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

※
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
、
本
年

度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
な
お
申
請
は
過
去
２
年
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
え
ま
す

　

※
保
険
料
が
免
除
や
猶
予
に

な
っ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
の
資
格
期
間（
25
年
間
）

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る

年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
を
増
や
し
た
い
場
合
は
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

保
険
料
免
除
制
度

対
象　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人

免
除
額　

所
得
額
に
応
じ
、
保
険

料
の
全
額
・
４
分
の
３
・
半
額
・

４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、一
部
免
除
を
受
け
た
場
合
、

免
除
さ
れ
た
残
り
の
保

険
料
を
納
入
し
な
い
と
未
納
と
同

じ
扱
い
に
な
り
ま
す

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

対
象　

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
50
歳
未

満
の
人

猶
予
額　

保
険
料
の
全
額

　

※
こ
の
制
度
は
学
生
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
加
年
度

学
生
納
付
特
例
制
度

対
象　

本
人
の
所
得
が
一
定
の
基

準
以
下
の
学
生

猶
予
額　

保
険
料
の
全
額

失
業
に
よ
る
免
除
・
猶
予

　

失
業
し
た
時
は
所
得
が
あ
っ
て

も
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証（
写

し
）な
ど
の
書
類
を
添
付
し
申
請

す
れ
ば
免
除
も
し
く
は
猶
予
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
・
猶
予
額　

保
険
料
の
全
額

　

介
護
保
険
施
設
や
短
期
入
所
を

利
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
で
掛
か
る
居
住
費
や
食

費
を
所
得
に
応
じ
て
軽
減
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
に
は
申
請
を
し
て「
介
護

保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
交

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

限
度
額
認
定
証
の
申
請
・
更
新

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
の
申
請
・
更
新

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
制
度

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
は
、
一
カ
月
間
に
掛

か
る
医
療
費
の
支
払
い
を
一
定
額

に
抑
え
た
り
、
入
院
時
の
食
事
代

を
減
額
し
た
り
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は「
限

度
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
院
の

予
定
が
あ
る
人
や
医
療
費
が
高
額

に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
は
事
前

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※「
限
度
額
認
定
証
」が
な
く

て
も
限
度
額
を
超
え
た
支
払
額
は

申
請
に
よ
り
後
日
支
給
さ
れ
ま
す

　

※
年
齢
や
所
得
な
ど
に
よ
っ
て

限
度
額
は
区
分
さ
れ
ま
す

対
象　

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
未
満
の
人
▽
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
〜

74
歳
の
人
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
で
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人

認
定
証
の
更
新

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

更
新
は
加
入
し
て
い
る
医
療
制
度

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
の
人　

　

８
月
以
降
も
使
用
し
た
い
人
は

再
度
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

８
月
１
日
以
降
に
申
請
手
続
き
に

に
来
て
く
だ
さ
い
。　

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
人　

　

交
付
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
７

月
下
旬
に
新
し
い
も
の
を
郵
送
し

ま
す
。

　

※
住
民
税
課
税
世
帯
に
な
る
な

ど
対
象
を
外
れ
た
人
は
除
き
ま
す

申
請
場
所　

保
険
年
金
課
・
鬼
石

総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

申
請
に
必
要
な
物　

保
険
証
・
印

か
ん（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
▽
国

民
健
康
保
険
加
入
者
＝
国
保
係（
☎

40
２
８
２
２
）▽
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者
＝
医
療
年
金
係（
☎

40
２
２
５
９
）

各
種
申
請　

保
険
年
金
課
・
鬼
石

総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課（
☎

40
２
２
５
９
）

◆
付
加
年
金
制
度

　

自
営
業
者
な
ど
の
第
１
号

被
保
険
者
の
人
が
、
希
望
に

よ
り
通
常
の
保
険
料
に「
月

額
４
０
０
円
」を
追
加
し
て

納
付
す
る
こ
と
で
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付

加
年
金
も
受
け
ら
れ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
間
給
付
額

は「
付
加
保
険
料
を
納
め
た

月
数
×
２
０
０
円
」で
計
算

さ
れ
ま
す
。
２
年
間
受
け
取

る
だ
け
で
納
め
た
保
険
料
と

同
額
に
な
る
、
大
変
お
得
な

制
度
で
す
。

国
民
年
金
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

〜
保
険
料
の
免
除
お
よ
び
猶
予
に
つ
い
て
・
付
加
年
金
制
度
〜

　
　

〜
保
険
料
の
免
除
お
よ
び
猶
予
に
つ
い
て
・
付
加
年
金
制
度
〜

　

介
護
保
険
に
は
利
用
者
の
収
入

が
一
定
以
下
の
場
合
に
、
社
会
福

祉
法
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
介
護

費
・
部
屋
代
・
食
費
の
利
用
者
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
で
次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す

人
▽
年
収
が
単
身
世
帯
で
１
５
０

万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
50
万
円
を
加
え
た
額
以
下
▽

預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増

え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
え

た
額
以
下
▽
日
常
生
活
に
使
う
資

産
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な

い
▽
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
▽
介
護
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

対
象
サ
ー
ビ
ス　

軽
減
を
実
施
す

る
社
会
福
祉
法
人
が
介
護
老
人
福

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

▽
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
人
▽
世
帯
内
お
よ
び
世
帯
分

離
し
て
い
る
配
偶
者
に
市
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
る
人
が
い
な
い
、

預
貯
金
な
ど
が
１
０
０
０
万
円
以

下（
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
２
０

０
０
万
円
以
下
）の
人

　

※
本
人
の
収
入
な
ど
に
よ
り
自

己
負
担
限
度
額
は
３
段
階
に
区
分

申
請
に
必
要
な
物　

▽
申
請
書
▽

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
印
か
ん（
ス

タ
ン
プ
印
不
可
）▽
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
預
貯
金
通
帳
な
ど
の
写
し

　

※
申
請
書
は
介
護
高
齢
課
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
介
護
保
険
施
設

に
あ
り
ま
す

認
定
証
の
更
新

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

８
月
以
降
も
必
要
な
人
は
８
月
末

日
ま
で
に
更
新
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※
平
成
28
年
８
月
か
ら
非
課
税

年
金
収
入
額
も
所
得
と
し
て
算
入

さ
れ
ま
す

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

介
護
高
齢

課（
☎
40
２
２
９
２
）

祉
施
設
な
ど
で
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス

軽
減
の
割
合　

対
象
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
利
用
者
負
担
額
の
25
％（
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
50
％
）

申
請
に
必
要
な
物　

▽
申
請
書
▽

年
収
な
ど
を
確
認
で
き
る
書
類

　

※
申
請
書
は
介
護
高
齢
課
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

介
護
高
齢

課（
☎
40
２
２
９
２
）

　６月２日、群馬医療福祉大学・市・市教育委員
会の三者は「連携・協力に関する協定」を締結しま
した。この協定により連携事業のさらなる充実・
強化の図れる体制が整いました。今後も協力して
まちづくりに取り組んでいきます。
問い合わせ　自治交流課（☎402428）

群馬医療福祉大学・市・市教育委員会
連携・協力に関する協定を締結

　「なんとなく不安…」「よく眠れな
い…」あなたのこころは元気ですか？
　「こころの体温計」はパソコンや携帯
電話で簡単にストレスや落ち込み度を
チェックできるシステムです。各種相
談窓口も紹介しています。不安を感じ
たら一人で悩まず相談してください。

問い合わせ　福祉課（☎402297）

こころの健康を大切に

■スマートフォンなどは
こちらからも

■市ホームページのここをクリック
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◆交通規制
両日とも午後３時から10時まで交通規制が実施され
ます。路線バスは交通規制のため臨時運行経路での運
行となります（詳しくは車内のチラシをご覧ください）
問い合わせ　藤岡まつり運営委員会事務局（商工観光
課内☎402317）・藤岡商工会議所☎㉒1230

屋台の巡行予定

◇午後２時～ 自由行動◇午後２時～ 自由行動
◇午後８時20分～ 寄り合い（相生町三差路）◇午後８時20分～ 寄り合い（相生町三差路）

◇午後２時～ 自由行動◇午後２時～ 自由行動
◇午後４時40分～ 団体行動出発式（おまつり広場）◇午後４時40分～ 団体行動出発式（おまつり広場）
　※新田坂の駆け上がりは午後６時30分ごろから　※新田坂の駆け上がりは午後６時30分ごろから
◇午後８時35分～ 寄り合い（おまつり広場）◇午後８時35分～ 寄り合い（おまつり広場）
　※小雨決行　※小雨決行

◆交通規制
両日とも午後２時から10時まで交通規制が実施され
ます。路線バスは交通規制のため臨時運行経路での運
行となります（詳しくは車内のチラシをご覧ください）
◆臨時駐車場

▽パチンコ店跡地 ▽旧鬼石総合支所 ▽旧鬼石公民館 ▽

セレモニーホール奥多野 ▽おにし堂鬼石ホール ▽上武
シャディ ▽鬼石病院　など
問い合わせ　鬼石夏祭り実行委員会事務局（藤岡市鬼
石商工会内☎522062）　

まつり会場の清掃・集めたゴミの分別作業などを
行うボランティアを募集します。
期日　７月23日㈯・24日㈰
申し込み　時間までにまつり本部前へ

●エコステーション　午後５時～９時
●全体清掃　　　　　午後９時～10時
問い合わせ　 藤岡まつり運営委員会事務局（商工観

光課内☎402317）

藤岡まつり　主な催し藤岡まつり　主な催し

７
月
23
日
㈯

11:00～18:2511:00～18:25 Ｍフェス（中央公園）Ｍフェス（中央公園）
15:00～15:3015:00～15:30 オープニングパレードオープニングパレード
15:50～16:5015:50～16:50 子供みこし子供みこし
16:55～18:2516:55～18:25 宮神輿渡御宮神輿渡御
18:30～19:3018:30～19:30 おどり大行進おどり大行進
19:35～21:3019:35～21:30 大人神輿大人神輿

▽▽東北物産展（15:00～21:00）東北物産展（15:00～21:00） ▽▽羽咋市物産羽咋市物産
展示販売（16:00～20:00）展示販売（16:00～20:00） ▽▽世界遺産フェア世界遺産フェア
（16:00～21:00）（16:00～21:00）

７
月
24
日
㈰

  9:45～13:10 子供相撲大会（中央公園）
13:30～18:00 Ｍ＆Ｄフェスタ（中央公園）
15:00～16:00 藤岡若鳶会　梯子乗り
16:00～17:00 市民パレード
17:00～18:30 ダンスFujiokaウ～ハッ！
18:45～21:30 祇園山車行進

▽国際交流物産展 ▽藤岡市物産展 ▽世界遺
産フェア　（すべて10:00～18:00）

藤岡まつり清掃ボランティア募集

藤岡まつり藤岡まつり７月23日・24日７月23日・24日

鬼石夏祭り鬼石夏祭り７月16日・17日７月16日・17日

ガイドマップの配布、無料休憩所の設置・撤収、早
朝清掃などを行うボランティアを募集します。
日時　７月16日㈯・17日㈰午後２時～10時（早朝
清掃は17日㈰・18日㈷午前６時におまつり広場集合）
申し込み・問い合わせ　７月15日㈮までに鬼石夏祭
り応援し隊事務局（ メール isiit@am.wakwak.com）へ

鬼石夏祭り応援し隊募集

７月16日㈯

７月17日㈰

日
時　

11
月
27
日
㈰
午
前
８
時
開

会
、
午
前
９
時
〜
午
後
２
時（
雨

天
決
行
）

競
技
会
場　

藤
岡
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
周
辺（
三
本
木
・
高

山
・
浄
法
寺
地
区
）

受
付　

▽
前
日
受
付
＝
午
後
１
時

〜
５
時
▽
当
日
受
付
＝
午
前
７
時

30
分
〜
10
時
▽
受
付
会
場
＝
藤
岡

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

競
技
種
目
・
参
加
料　

下
表
の
と

お
り

対
象　
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
で
、

注
意
事
項
・
申
し
込
み
規
約
に
同

意
し
た
人

　
※
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
へ
の
参
加
は
、

３
時
間
以
内
で
完
走
で
き
る
人

申
込
用
紙
配
布
場
所　

総
合
学
習

セ
ン
タ
ー
・
各
地
区
公
民
館
・
市

役
所
市
民
相
談
室
・
鬼
石
総
合
支
所

申
込
期
間　

７
月
15
日
㈮
〜
10
月

17
日
㈪

申
し
込
み　

▽
郵
便
振
替
＝
所
定

の
申
込
用
紙（
郵
便
振
替
用
紙
コ

ピ
ー
不
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
を
最
寄
り
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
よ
り
送

金
し
て
く
だ
さ
い（
窓
口
手
数
料

１
３
０
円
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
手
数
料
80
円
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝「
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
」・「
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
Ｅ

ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
」・「
ス
ポ
ー
ツ
ナ
ビ

Ｄ
ｏ
」の
い
ず
れ
か
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

※
参
加
料
の
支
払
い
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
支
払
い
が
選
べ
ま
す

（
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
市
内
の
人

で
も
市
外
料
金
と
な
り
、
別
途
エ

ン
ト
リ
ー
手
数
料
が
掛
か
り
ま

す
）

問
い
合
わ
せ　

第
５
回
上
州
藤
岡

蚕
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
☎
50
８
２
１
３
）

協賛金を募集してます
　蚕マラソンはメーンのハーフ
コースを始め、気軽に参加でき
る種目も導入するなど全国から
参加者が集まる、本市最大のス
ポーツイベントです。
　ゼッケンなどへの協賛を募集
していますので、ご協力をお願
いします。
■協賛金

申し込み・問い合わせ　第５回
上州藤岡蚕マラソン実行委員会
事務局

ゼッケン
（企業名など刷り込
み）

50,000円

プログラム
（Ａ４サイズ） 10,000円

プログラム
（Ａ５サイズ） 5,000円

上州藤岡蚕マラソン上州藤岡蚕マラソン 市民マラソン大市民マラソン大会会兼兼
ＳＵＮＳＵＮ

参加者募集参加者募集

高
低
差
２
４
０
ｍ
の

高
低
差
２
４
０
ｍ
の

サ
バ
イ
バ
ル
コ
ー
ス

サ
バ
イ
バ
ル
コ
ー
ス
!!!!

コース 種　目 参加料

ハーフ
一般男子（39歳以下・40～49歳・50～59歳・
　　　　60歳以上）
一般女子（49歳以下・50～59歳・60歳以上）

一
般

（市内）
3,000円
（市外）
3,500円

10㎞
高校生男子
一般男子（18～39歳・40～59歳・60歳以上）
一般女子（39歳以下・40～59歳・60歳以上） 高

校
生

（市内）
1,500円

５㎞
一般男子（39歳以下・40～59歳・60歳以上）
一般女子（39歳以下・40～59歳・60歳以上）

（市外）
2,000円

中学生男子 小
・
中
学
生

（市内）
   500円３㎞ 中学生女子

２㎞ 小学生男子・女子（３～６年生） （市外）
1,000円１㎞ 小学生男子・女子（１・２年生）

２㎞

親子・ファミリー（小学生以下と保護者のペア）
3,500円

カップル（高校生を除く18歳以上の男女ペア）

のんびりジョギング（記録計測なし） 2,000円

５㎞ ウオーキング（記録計測なし） 2,000円



　光の反射をテーマにしたおもしろ科学教室が
開催され、反射した先に像が浮かび上がる「魔鏡」
づくりや、凹凸のあるもので光を集めたり姿を
映したりする実験を行いました。参加した子ど
もたちは不思議な反射の世界に興味津々。目を
輝かせながら実験を行っていました。

　小学生自転車安全教室をかぶら教習所で行い
ました。自転車で出掛けることの増える３年生
が対象で、危険が想定される場面を見て安全確
認の大事さを教わりました。この日は藤岡第一
小学校の105人が信号機がついた横断歩道を渡る
など、交通安全について学びました。

自転車の交通ルールを学ぶおもしろ科学教室で楽しく学ぶ郷土の偉人を介して三波川サクラ樹勢回復のために
れからの安全のためにの反射で不思議な体験に思いを巡らせる開の冬桜を咲かせよう こ光空満

　冬桜の樹勢回復事業の一環として、後継樹の
生産を強化していく取り組みを行っています。
勢多農林高校の協力で無菌苗が完成し、冬桜の
苗木の生産に取り組んでいる桜山保存会会員に
手渡されました。会員は元気に育ってほしいと
願いを込めて苗木を植えていました。

教習所を実際に走り、交通ルールを身体で覚える。

もらってきた苗が成長するように、願いを込めて植樹。

５６６６
27111214

　消防ポンプ操法競技大会が藤岡消
防署で開かれました。この大会は消
防団員が火災現場で使用する機械器
具などの取り扱いを習得し、団員が
火災現場で対応できる体制の確立を
目的としています。競技は、炎に見
立てた的を放水でいかに早く倒すか
をタイムで競います。
　大会では、各分団とも日ごろ積み
上げた訓練の成果を発揮し、熱戦が
繰り広げられました。統制の取れた
迅速な動きと力強い掛け声に訪れた
人たちから大きな拍手が送られまし
た。

的を目がけ、真剣なまなざしで放水をします。 快晴のもと、スタート地点には多くの観客が訪れ、スタートを盛り上げました。

29５
気持ちいい青空のもと消防団魂
内をサイクリングき上げられた技 市磨 ５６

　約60キロのチャレンジコースと約
30キロのエンジョイコースに分かれ
て市内を駆ける、チャレンジサイク
リングフェスタを開催しました。参
加者は川沿いのサイクリングロード
や新緑の山の中を気持ちよく走りま
す。チャレンジコースにはタイム計
測区間があり、標高差443m、全長
５kmの山道を参加者が一気に駆け上
がりました。タイム計測を終えた参
加者たちは山の頂上でひと時の休息
を迎えます。「きつかったけどこの達
成感がたまらない」と仲間内で笑いあ
っていました。

５分の１スケールの模型の大きさに驚きます。

　ぐんまちゃん家で世界文化遺産高山社跡と本
市出身の航空科学者堀越二郎のPRが行われ、親
子連れなど200人を超える人が訪れました。会場
には堀越二郎ヒコーキの会が作ったゼロ戦模型
の展示と、紙ヒコーキを飛ばすコーナーが設け
られ、子どもや女性に人気を博していました。

写真館

磨いた空き缶の裏で光を集める。マッチ棒に火は付くかな？
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

先
の
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
70

年
余
り
が
経
過
し
、
戦
争
を
経
験

し
た
世
代
も
年
々
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

藤
岡
市
遺
族
の
会
会
員
な
ど
が

所
蔵
す
る
資
料
の
展
示
を
通
じ
て
、

「
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
」

よ
う
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
ま
す
。

日
時　
７
月
16
日
㈯
〜
９
月
11
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会
場　

藤
岡
歴
史
館

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　
文
化
財
保
護
課（
☎

㉓
５
９
９
７
）

　

県
立
歴
史
博
物
館
が
群
馬
の
歴

史
の
鼓
動
を
感
じ
る
博
物
館
へ
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

日
時　
７
月
23
日
㈯
▽
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
＝
午
前
10

時
〜
▽
一
般
観
覧
＝
午
前
11
時
〜

（
予
定
）

検
し
、
６
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク

リ
ア
ー
し
よ
う
！

日
時　
７
月
25
日
㈪
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

定
員　

20
人（
抽
選
）

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　

図
書
館
の
利
用

カ
ー
ド
・
筆
記
用
具
・
カ
バ
ー
を

か
け
た
い
本

申
し
込
み　
７
月
12
日
㈫
〜
18
日

㈷
に
図
書
館
へ

図
書
館
お
り
が
み
教
室

　
絵
本
の
動
物
を
折
っ
て
み
よ
う
！

日
時　
７
月
28
日
㈭
▽
午
前
９
時

30
分
〜
11
時（
低
学
年
向
け
）▽

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
高
学
年

向
け
）

対
象　

小
学
生（
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　
７
月
12
日
㈫
〜
24
日

㈰
に
図
書
館
へ

読
書
通
帳
づ
く
り
教
室

　

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
読
書
通
帳
を
つ
く
ろ
う
！

日
時　
７
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象　

小
学
生（
保
護
者
参
加
可
）

定
員　

40
人（
先
着
順
）

　

※
24
日
㈰
か
ら
の
開
館
時
間
は

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

内
容　

く
ら
し
・
交
流
・
つ
な
が

り
を
テ
ー
マ
に
各
種
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
交
え
て
群
馬
の
歴
史
文
化

の
特
色
を
展
示
し
ま
す
。

　

古
墳
王
国
群
馬
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
東
国
古
墳
文
化
展
示
室
で
は
、

七
輿
山
古
墳
の
埴
輪
を
は
じ
め
、

県
内
の
古
墳
１
万
４
千
基
の
総
合

的
な
調
査
成
果
を
展
示
し
ま
す

観
覧
料　

▽
大
人
＝
２
０
０
円
▽

大
学
・
高
校
生
＝
１
０
０
円
▽
中

学
生
以
下
＝
無
料
▽
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人（
証

明
で
き
る
も
の
を
持
参
）と
１
人

ま
で
の
介
護
者
＝
無
料

　

※
７
月
23
日
㈯
〜
31
日
㈰
は
観

覧
無
料

問
い
合
わ
せ　

県
立
歴
史
博
物
館

（
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２

２
）図

書
館
お
も
し
ろ
探
検
隊

　

休
館
日
の
図
書
館
を
自
由
に
探

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　
ハ
サ
ミ
・
の
り
・

色
鉛
筆
な
ど

申
し
込
み　
７
月
12
日
㈫
〜
24
日

㈰
に
図
書
館
へ

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
浮
か
ん

で
み
よ
う
！

日
時　
７
月
27
日
㈬
午
前
９
時
〜

11
時
30
分

　

※
荒
天
中
止

会
場　

か
ん
な
川
水
辺
の
楽
校

内
容　

▽
川
の
安
全
の
お
話
▽
ダ

ム
の
お
話
▽
体
験「
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
で
川
に
浮
か
ん
で
み
よ

う
！
」▽
水
生
生
物
を
調
べ
て
み

よ
う
！

対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

定
員　

30
人（
抽
選
）

定
員　

各
日
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
組
１
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　

タ
オ
ル
・
三
角

巾
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

25
日
㈪
ま
で
に
藤
岡
公
民
館（
☎

㉒
０
５
３
４
）へ

日
時　
７
月
17
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午（
小
学
校
低
学
年
は
午
前
10

時
30
分
ま
で
）

　

※
午
前
８
時
30
分
集
合

会
場　

藤
岡
公
民
館

講
師　

富
岡
勇
治
さ
ん（
元
藤
岡

第
二
小
学
校
校
長
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

　

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
・
飲

み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

14
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
藤
岡
公
民

館（
☎
㉒
０
５
３
４
）・
図
書
館

（
☎
㉒
１
６
６
９
）へ

講
師　

▽
小
林
知
浩
さ
ん（
国
土

交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
）

▽
青
木
成
幸
さ
ん（
下
久
保
ダ
ム

管
理
所
）

参
加
料　

１
５
０
円（
保
険
料
）

持
っ
て
く
る
物　

水
着
か
ぬ
れ
て

も
よ
い
服
装
と
靴
・
着
替
え
と
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み　
７
月
13
日
㈬
ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
〒
375
―
８
６
０
１（
住

所
記
載
不
要
）市
役
所
土
木
課
内

「
か
ん
な
川
水
辺
の
楽
校
」運
営

協
議
会
へ 

問
い
合
わ
せ　

土
木
課（
☎
40
２

３
２
２
）・「
か
ん
な
川
水
辺
の

楽
校
」運
営
協
議
会
会
長
掛
川
さ

ん（
☎
㉔
２
３
５
２
）

日
時　
７
月
26
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

会
場　

神
流
公
民
館 

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

手
作
り
ミ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
・

簡
単
ナ
ム
ル
・
レ
タ
ス
と
卵
の

ス
ー
プ
・
フ
ル
ー
ツ

対
象　

市
内
在
住
の
園
児（
年
長

児
）〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

※
神
流
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す

定
員　

10
組（
先
着
順
）

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手

拭
き
タ
オ
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

15
日
㈮
ま
で
に
健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）へ

　

環
境
の
こ
と
を
考
え
、
食
材
選

び
か
ら
片
付
け
ま
で
一
連
の
流
れ

を
通
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
エ

コ
な
料
理
を
勉
強
し
ま
す
。

日
時　
７
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

藤
岡
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

　７月10日㈰は参議院議員通常選挙の投票日
です。
　今回の選挙から選挙権年齢が18歳に引き下
げられました。平成10年７月11日以前に生ま
れた人が年齢要件を満たします。
　「18歳選挙権」は、社会と政治が若い声・若い
力を強く必要としている証しです。
　皆さん一人ひとりが手にする「１票」を大切に
して、必ず選挙に参加しましょう！
　投票の方法や投票所などの詳細については、「広
報ふじおか」６月15日号と一緒に配布した特集
冊子、郵送した投票所入場券、市ホームページ
をご覧ください。
問い合わせ　市選挙管理委員会（☎内線2419）

18歳選挙権！

親
子
で
地
球
に
や
さ
し
い

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

藤
岡
歴
史
館
夏
季
企
画
展

「
永と

遠わ

の
平
和
を
」

県
立
歴
史
博
物
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

夏
休
み
川
の
安
全
教
室

夏
休
み
は
図
書
館
へ
行
こ
う
！

お
や
こ
食
育
教
室

読
書
感
想
文
書
き
方
教
室

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

図
書
館
情
報問

☎
㉒
１
６
６
９　
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

半
自
動
溶
接
技
能
者
評
価
試
験

日
時　

８
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮
午

後
５
時
〜
８
時
15
分

内
容　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
半
自
動
溶
接
技
能

者
評
価
試
験（
Ｓ
Ａ
―
２
Ｆ
等
）

合
格
に
向
け
た
講
義
お
よ
び
実
技

講
習

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
・
テ

キ
ス
ト
・
材
料
・
作
業
服
・
溶
接

用
保
護
具
・
工
具
一
式
・
受
験
に

使
用
予
定
の
溶
接
ワ
イ
ヤ
ー

応
募
締
め
切
り　

８
月
２
日
㈫

手
溶
接
技
能
者
評
価
試
験

日
時　

８
月
30
日
㈫
〜
９
月
２
日

㈮
午
後
５
時
〜
８
時
15
分

内
容　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
手
溶
接
技
能
者
評

価
試
験（
Ａ
―
２
Ｆ
等
）合
格
に

向
け
た
講
義
お
よ
び
実
技
講
習

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
・
テ

キ
ス
ト
・
材
料
・
作
業
服
・
溶
接

用
保
護
具
・
工
具
一
式
・
受
験
に

使
用
予
定
の
溶
接
棒

応
募
締
め
切
り　

８
月
９
日
㈫

共
通
事
項

会
場　

高
崎
産
業
技
術
専
門
校

対
象　

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
修

了
者
で
各
試
験
の
受
験
を
希
望
す

る
人

曜
日
、
祝
日
は
除
く
）に
免
状
と

講
習
料
分
の
県
証
紙
を
持
っ
て
消

防
本
部
予
防
課（
☎
㉒
２
４
６
７
）へ

日
時　

９
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

会
場　

諏
訪
神
社

定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

受
講
料　

６
５
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

受
付
期
間　

９
月
６
日
㈫
〜
８
日

㈭
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

定
員　
５
人（
先
着
順
）

受
講
料　

９
６
０
０
円

そ
の
他　

申
込
締
め
切
り
後
、
定

員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
募
集
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
崎

産
業
技
術
専
門
校（
☎
０
２
７
・

３
２
０
・
２
２
２
１
０
２
７
・

３
４
７
・
１
２
１
０
）

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
持
し
、

現
在
危
険
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る

人
は
、
３
年
に
一
度
、
保
安
講
習

を
受
講
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
６
日
㈫
▽
午
前
の
部

＝
午
前
９
時
〜
正
午
▽
午
後
の
部

＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

諏
訪
神
社

講
習
料　

４
７
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

25
日
㈪
〜
８
月
12
日
㈮（
土
・
日

申
込
書
配
布
場
所　

消
防
本
部
予

防
課
・
藤
岡
消
防
署
・
鬼
石
消
防

分
署
な
ど
。
日
本
防
火
・
防
災
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.n-bouka.or.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

※
詳
細
は
、
案
内
書
ま
た
は
県

消
防
設
備
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.syoubounet.jp/

gunm
a/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
２
７
・
２
１
０
・
８
２
２
２
）

　

藤
岡
市
文
化
協
会
で
は
平
成
28

年
度
の
会
員
を
募
集
中
で
す
。

内
容　

美
術（
絵
画
・
書
道
・
華

道
な
ど
）・
文
芸（
俳
句
・
詩
な
ど
）・

芸
能（
舞
踊
・
民
謡
・
バ
レ
エ
な
ど
）

の
団
体
が
展
覧
会
や
発
表
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
秋

に
は
市
民
ホ
ー
ル
で
文
化
祭
を
開

催
し
て
い
ま
す

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
お

よ
び
文
化
団
体

年
会
費　

１
団
体
２
０
０
０
円
、

団
体
構
成
員
１
人
４
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

協
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
☎

㉒
６
８
８
８
）

　

市
の
バ
ス
で
市
有
施
設
な
ど
を

巡
り
、
内
部
を
見
学
し
た
り
事
業

の
説
明
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。
大

人
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日
㈪
午
前
９
時
市

役
所
市
民
相
談
室
集
合
、
午
後
３

時
解
散
予
定

会
場　

市
役
所
内（
市
長
室
な
ど
）

↓
藤
岡
消
防
署
↓
藤
岡
警
察
署
↓

み
か
ぼ
み
ら
い
館（
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
観
賞
・
昼
食
）↓
ふ
じ
ふ
れ

あ
い
館
↓
藤
岡
歴
史
館
↓
市
役
所

（
解
散
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人（
親
子
優
先
）

定
員　

20
人（
抽
選
、
最
少
催
行

人
数
10
人
）

参
加
料　

無
料

　

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
。
５
０

０
円
で
お
弁
当
を
注
文
で
き
ま
す

（
申
込
時
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

13
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
秘
書
課（
☎

40
２
２
０
８
）へ

　

藤
岡
市
を
訪
れ
る
太
田
市
の
子

ど
も
た
ち
と
、
野
外
炊
事
や
ク
ラ

フ
ト
作
り
を
通
し
て
夏
休
み
の
思

い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
１
日
㈪
午
前
８
時
45

分
集
合
、
午
後
４
時
解
散

集
合
場
所　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

会
場　

お
に
し
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー

内
容　

野
外
炊
事
、
ク
ラ
フ
ト
作

り
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
太

田
市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

対
象　
市
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生

定
員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

21
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）へ

みかぼみらい館 問 （☎㉒5511）

新成人スタッフ募集

◆成人式日程（予定）
日時　 平成29年１月８日㈰

午後１時～
会場　みかぼみらい館

申し込み・問い合わせ
　８月12日㈮までに生涯学習課（☎㉒6888）へ

　新成人スタッフとして成人式に参加し、成人式を
より思い出深いものにしませんか。

◆スタッフの業務
内容　司会
　　　記念品受領
　　　二十歳の誓い　など
定員　10人程度

こどものための楽しいミニコンサート
　日　時　８月20日㈯午前11時開演
　入場料　全席自由500円（３歳以上有料）

稲川淳二の怪談ナイト
　日　時　８月６日㈯
　　　　　午後４時30分開演
　入場料　全席指定5,400円（未就学児入場不可）

第10回ふじおかフラフェスティバル
　日　時　９月４日㈰午前９時30分開演
　入場料　無料

岩崎宏美with国府弘子 ピアノ・ソングス
　日　時　８月27日㈯
　　　　　午後３時30分開演
　入場料　全席指定6,000円
　　　　　（未就学児入場不可）

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人300円、小・中学生200円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　▷名探偵コナン-探偵たちの星月夜-
　　午前11時～・午後３時～
　▷しまじろうとおつきさまのひみつ
　　午後１時30分～

高嶋ちさ子12人のヴァイオリニストコンサート
　日　時　11月23日㈷午後３時開演
　入場料　全席指定5,000円（未就学児入場不可）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

親
子
市
有
施
設
見
学
会

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

藤
岡
市
文
化
協
会
に

入
会
し
ま
せ
ん
か

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〜
試
験
準
備
講
習
〜

ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

交
流
事
業

募
集
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

美
し
い
自
然
・
歴
史
・
文
化
・

祭
り
な
ど
、
藤
岡
市
の
四
季
を
写

し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品　

▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

日
時　
８
月
28
日
㈰
午
前
９
時
開
会

会
場　

み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
人

参
加
料　

１
種
目
▽
中
学
生
以
下

＝
１
０
０
円
▽
高
校
生
以
上
＝
５

０
０
円
▽
リ
レ
ー（
４
人
１
チ
ー

ム
）＝
１
０
０
０
円

　

※
リ
レ
ー
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す

出
場
制
限　
１
人
２
種
目
ま
で（
リ

手
焼
き
四
切
サ
イ
ズ（
２
５
４
㎜

×
３
０
５
㎜
）▽
１
年
以
内
に
撮

影
し
た
未
発
表
の
作
品

応
募
締
切　

12
月
22
日
㈭

応
募
方
法　

応
募
票
を
つ
け
て
市

観
光
協
会（
商
工
観
光
課
内
）へ

郵
送
ま
た
は
持
参

　

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
る

か
商
工
観
光
課
に
あ
る
応
募
要
領

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課（
☎

40
２
３
１
７
）

レ
ー
は
含
ま
な
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

15
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
と
印
か
ん

を
持
っ
て
み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡（
☎

㉒
０
９
７
７
）・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

庚
申
山
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

日
時　
７
月
23
日
〜
31
日
の
土
・

日
曜
日（
全
４
回
）午
後
５
時
〜

６
時

定
員　

10
人（
先
着
順
）

鬼
石
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

日
時　
７
月
23
日
〜
31
日
の
土
・

日
曜
日（
全
４
回
）午
前
９
時
〜

10
時

定
員　
５
人（
先
着
順
）

共
通
事
項

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

参
加
料　

１
０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト（
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸

し
出
し
も
可
）

そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

４
日
㈪
〜
15
日
㈮
に
参
加
料
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　

８
月
20
日
〜
９
月
29
日
の

木
・
土
曜
日（
全
10
回
）午
後
７

時
〜
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

８
日
㈮
〜
22
日
㈮
に
参
加
料
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」の
乱
用
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
多
く
は
、

あ
た
か
も
安
全
で
あ
る
か
の
よ
う

に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
麻

や
覚
せ
い
剤
と
同
等
以
上
に
危
険

な
成
分
が
含
ま
れ
、
使
用
す
る
と

死
亡
す
る
場
合
も
あ
る
大
変
危
険

で
違
法
な
薬
物
で
す
。

　

薬
物
の
乱
用
に
よ
っ
て
侵
さ
れ

た
中
枢
神
経
は
、
治
療
し
て
も
元

の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
弊
害
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
大

切
な
家
族
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ

し
、多
く
の
人
を
不
幸
に
し
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
薬
物
乱
用
を
許

さ
な
い
社
会
環
境
づ
く
り
で
す
。

　

市
は
平
成
26
年
11
月
27
日
、「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
都
市
宣
言
」を

行
い
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
撲
滅
に
向

け
た
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

　

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
職
員
や
医
師
が
来
て
、
身
体
の

障
が
い
に
関
す
る
相
談
や
補
装
具

（
車
い
す
な
ど
）の
給
付
相
談
を
受

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
が
対
象
で
、
世
帯
主
宛
て
に

郵
送
し
ま
す
。
白
色
で
す
。

有
効
期
限　

平
成
29
年
７
月
31
日

ま
た
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

自
己
負
担
割
合　

28
年
度
の
住
民

税
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万
円
未

満
の
人
は
２
割
、
そ
れ
以
上
の
人

は
３
割
負
担

　

※
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
は
１
割
負
担

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

75
歳
以
上
の
人
と
、
障
害
認
定

を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人
が
対
象

で
す
。
黄
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て

郵
送
し
ま
す
。
青
色
で
す
。

有
効
期
限　

平
成
29
年
７
月
31
日

自
己
負
担
割
合　

28
年
度
の
住
民

税
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万
円
未

満
の
人
は
１
割
、
そ
れ
以
上
の
人

は
３
割

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
▽
高

齢
受
給
者
証
＝
国
保
係（
☎
40
２

８
２
２
）▽
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
＝
医
療
年
金
係（
☎
40

２
２
５
９
）

け
付
け
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
予

約
制
で
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

市
福
祉
会
館

　

※
障
が
い
が
重
い
な
ど
の
理
由

で
会
場
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
こ
ち
ら
か
ら
訪
問
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

内
容　

▽
身
体
に
障
が
い
が
あ
る

人
に
関
す
る
各
種
相
談
▽
補
装
具

の
要
否
判
定（
整
形
外
科
の
み
）

持
っ
て
く
る
物　

印
か
ん
・
身
体

障
害
者
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

22
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
福
祉
課（
☎

40
２
３
８
４
）へ

　

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
全
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
地

域
の
チ
カ
ラ
で
犯
罪
や
非
行
の
防

止
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
各
種
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は

期
間
中
に
更
生
保
護
事
業
活
動
資

金
の
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
は
３
２
３
万
５
５
７
０
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
犯
罪
防

止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
声
掛

け
運
動
、
保
護
司
・
更
生
保
護
女

性
会
活
動
、
薬
物
乱
用
防
止
の
啓

発
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

広
報
用
品
を
市
内
の
中
学
校
や
市

民
パ
レ
ー
ド
時
の
配
布
な
ど
に
利

用
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課（
☎
40
２
２

９
７
）

　

要
介
護
・
要
支
援
な
ど
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
に
交
付
さ
れ
て

い
る「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」の

適
用
期
間
が
７
月
31
日
に
終
了
し

ま
す
の
で
、
新
し
い
負
担
割
合
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

必
ず
介
護
保
険
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
負
担
割
合　

一
定
以
上
所

得
者
は
２
割（
65
歳
未
満
の
人
、

生
活
保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課

税
の
人
を
除
く
）、
そ
れ
以
外
の

人
は
１
割
負
担

　

※
一
定
以
上
所
得
者
は
以
下
の

両
方
を
満
た
す
人
▽
本
人
の
合
計

所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
▽

世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の「
年
金

収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」

の
合
計
が
単
身
で
２
８
０
万
円
以

上
、
２
人
以
上
世
帯
で
３
４
６
万

円
以
上

問
い
合
わ
せ　

介
護
高
齢
課（
☎

40
２
２
９
２
）

　女子学童軟式野球チームの前橋ガールズに所
属する植田冴華さん（美九里東小６年）と横塚京
奈さん（美九里東小６年）が６月１日に市長を表
敬訪問し、８月に開催されるＮＰＢガールズト
ーナメント2016大会への出場を報告しました。
　「チームみんなで勝利に向かって全力でプレー
してきます」と、意気込みを市長に伝えました。

ＮＰＢガールズトーナメント2016
大会出場を報告

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月

か
ら
使
用
す
る
新
し
い
も
の
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

地
域
の
チ
カ
ラ
で
明
る
い
社
会

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新

介
護
保
険
負
担
割
合
証

小
学
生
初
心
者

テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

身
体
障
が
い
に
関
す
る

巡
回
相
談
会

危
険
ド
ラ
ッ
グ

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

市
民
水
泳
競
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ問

☎
50
８
２
１
３　

健
康
福
祉
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

難
病
患
者
や
そ
の
家
族
が
不
安

や
悩
み
を
相
談
で
き
る
相
談
室
を

開
設
し
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

難
病
に
つ
い
て
、
悩
み
や

不
安
が
あ
る
人
と
そ
の
家
族

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会（
☎
０
２
７
・
２
５
５
・

０
０
３
５
）

　
夏
休
み
中
は
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

の
学
習
室
を
開
放
し
ま
す
。
勉
強

な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
放
日　
７
月
22
日
㈮
〜
８
月
28

日
㈰（
７
月
29
日
㈮
、
８
月
１
日

㈪
・６
日
㈯
・７
日
㈰
・８
日
㈪
・

17
日
㈬
・
21
日
㈰
を
除
く
）

開
放
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
放
場
所　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

南
棟
４
階

利
用
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

　

群
馬
地
方
協
力
本
部
で
は
、
平

成
29
年
春
採
用
予
定
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈮
〜
９
月

８
日
㈭

航
空
学
生

対
象　

高
等
学
校
卒
業（
見
込
み

含
む
）〜
21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
一
次
試
験
＝
９
月
22
日
㈷

一
般
曹
候
補
生

対
象　

18
〜
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　

一
次
試
験
＝
９
月
16
日

㈮
・
17
日
㈯
の
い
ず
れ
か
１
日

自
衛
官
候
補
生

対
象　

18
〜
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　

９
月
３
日
㈯
〜
10
月
23

日
㈰
の
間
の
１
日

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
高
崎
地
域

事
務
所（
☎
０
２
７
・
３
２
６
・

１
７
６
１
）

　

中
小
企
業
が
加
入
し
や
す
い
国

の
共
済
制
度
で
す
。

内
容　

▽
掛
け
金
の
一
部
を
国
が

助
成
▽
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で

手
数
料
も
不
要
▽
社
外
積
立
な
の

で
管
理
が
簡
単
▽
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

や
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
る

問
い
合
わ
せ　

中
小
企
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部（
☎
０
３
・
６
９

０
７
・
１
２
３
４
）

　

市
で
は
看
護
師
人
材
の
育
成
と

確
保
の
た
め
、
多
野
し
ん
き
ん
育

英
会
奨
学
基
金
を
活
用
し
た
奨
学

金
給
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象　

▽
保
護
者
と
共
に
市
内
に

３
年
以
上
居
住
す
る
人
▽
学
業
成

績
が
優
秀
で
品
行
方
正
、
健
康
な

人
▽
市
内
の
大
学
に
新
規
で
入
学

し
、
学
長
が
推
薦
し
た
人
▽
保
護

者
の
平
成
28
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
７
０
０
万
円
以
下
で
学
資
支

出
困
難
な
人

　

※
市
奨
学
資
金
貸
与
制
度
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん

定
員　

２
人

給
付
額　

月
額
３
万
円

給
付
期
間　

４
年
間（
大
学
で
の

修
学
期
間
）

申
し
込
み　

平
成
29
年
２
月
上
旬

〜
３
月
下
旬
を
予
定

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課（
☎

50
８
２
１
１
）

　イベントなどで市広報広聴係員が腕
章を着けて写真や映像を撮影します。
これらの写真などは市
の記録写真として保存
するほか、広報紙や
ホームページなどに使
用します。

広報の写真撮影にご協力ください

年金生活者等支援臨時福祉給付金
（高齢者向け）の申請期間について

　「年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）」の
給付申請を５月２日から受け付けています。
　申請していない人は早めに申請してください。
申請期限　８月２日㈫まで
対象者　本年度中に65歳以上となる人で、基準日（平
成27年１月１日現在）に本市に住民登録がある27年度
の市民税が課税されていない人
　※市民税が課税されている人の扶養になっている人
と生活保護受給者は除く
その他　対象と思われる人には、４月22日付で税務課
より申請書を郵送しています
申請　申請書に必要事項を記入し押印の上、本人確認
ができる書類（運転免許証・保険証などの写し）、振込
先通帳の写しを添付して返信用封筒で郵送または直接
福祉課へ
問い合わせ　福祉課（☎402297）・税務課（☎402231）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
が
さ

ら
に
上
昇
し
、
樹
木
が
繁
茂
す
る

な
ど
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
原
因

の
被
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

空
き
家
の
所
有
者
は
、
被
害
を

招
か
な
い
よ
う
、
定
期
的
に
手
入

れ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
自
己
管
理
が
困
難
な
場
合
で
も
、

業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
適
正

に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

想
定
さ
れ
る
被
害

▽
草
木
が
茂
っ
て
害
虫
が
発
生
し

た
り
害
獣
が
住
み
着
い
た
り
、
周

辺
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

▽
樹
木
が
道
路
に
は
み
出
し
通
行

の
妨
げ
に
な
る

▽
戸
締
り
が
で
き
て
い
な
い
と
、

不
審
者
が
侵
入
し
犯
罪
を
誘
発
す

る
危
険
が
あ
る

▽
劣
化
し
た
建
築
材
が
風
で
飛
ば

さ
れ
、
通
行
人
や
周
囲
の
建
物
を

傷
つ
け
る

　

建
物
の
所
有
者
も
、
管
理
さ
れ

な
い
危
険
な
空
き
家
に
し
な
い
た

め
に
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
準
備
を

▽
居
住
中
か
ら
将
来
の
管
理
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
お
く

▽
入
院
な
ど
で
長
期
間
不
在
に
な

る
時
に
管
理
を
お
願
い
で
き
る
人

を
探
し
て
お
く

▽
相
続
や
登
記
を
適
切
に
行
い
、

誰
が
管
理
す
る
の
か
は
っ
き
り
し

て
お
く

　

手
の
付
け
ら
れ
な
い
危
険
な
空

き
家
も
、
も
と
も
と
は
大
切
な
個

人
の
財
産
で
す
。「
自
分
に
は
関

係
な
い
」と
思
わ
ず
、
問
題
が
生

じ
る
前
に
、
で
き
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
安
全
課（
☎

40
２
２
４
５
）

　

相
手
の
立
場
に
立
っ
た「
優
し

さ
」と「
思
い
や
り
」の
あ
る
運

転
で
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

期
間　
７
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

運
動
の
重
点

子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

　

急
な
飛
び
出
し
や
不
用
意
な
横

断
な
ど
危
険
行
動
を
予
測
し
、
子

ど
も
や
高
齢
者
の
安
全
を
守
る
自

動
車
の
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

自
転
車
は
車
両
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転

は
危
険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
違
法
性

を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。「
絶
対
に

し
な
い
・
さ
せ
な
い
」と
い
う
強
い

意
志
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
積

極
的
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
安
全
課（
☎

40
２
２
４
５
）

　
　

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
「
安
全
は　

小
さ
な
注
意
の　

積
み
重
ね
」

　チャレンジウイークは、中学生が地域社
会や自然の中でさまざまな体験活動を通し
て、自分と向き合い、自分なりの「生き方」
を真剣に考える機会となる大切な行事です。
　地域や職場で子どもたちに働くことの意
義や感謝の心、地域社会の素晴らしさを学
ばせてください。
　地域の皆さん、今年も職場体験活動の場
の提供にご協力をお願いします。
実施予定日　９月５日㈪～９日㈮
時間　午前９時～午後５時
体験者　中学２年生
体験内容　勤労生産活動・職場体験活動・
福祉・ボランティア活動など
問い合わせ　学校教育課（☎508212）

藤岡市チャレンジウイーク

中学生に職場体験活動の場を
難
病
よ
ろ
ず
相
談
室

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
開
放

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

看
護
師
育
成
奨
学
金

そ
の
他

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す



問い合わせ　生涯学習課
（☎㉒6888）

場
で
も
あ
り
ま
す
。「
水
辺
の
楽
校
は
、

川
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」と
穏
や
か
に

話
し
ま
す
。
楽
校
に
は
毎
年
市
内
の
小

学
生
が
訪
れ
、
川
の
中
で
動
植
物
を
観

察
し
た
り
水
質
調
査
を
し
た
り
し
て
川

と
触
れ
合
い
ま
す
。
普
段
川
で
遊
ぶ
機

会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
時
間
を

忘
れ
て
駆
け
巡
り
ま
す
。
掛
川
さ
ん
は

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を「
活
動

を
続
け
る
一
番
の
励
み
に
な
る
」と
目

を
細
め
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
川
の

大
切
さ
を
伝
え
、
川
の
生
態
系
を
守

る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
未

来
を
見
据
え
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
げ
た
い

か
ら
遠
ざ
か
る
現
代
の
子
ど
も

た
ち
。「
川
は
危
険
な
面
も
あ

り
ま
す
。
で
も
子
ど
も
た
ち
が
川
に
無

関
心
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
」

と
話
す
の
は
か
ん
な
川
水
辺
の
楽
校
運

営
協
議
会
で
会
長
を
務
め
る
掛
川
優
子

さ
ん
。

　

川
は
今
も
昔
も
人
間
の
生
活
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
文
明
が
進
ん
だ

今
も
飲
み
水
や
生
活
用
水
な
ど
に
利
用

さ
れ
、
生
活
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
川
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
自
然

や
動
植
物
と
向
き
合
い
、
命
の
大
切
さ

や
自
然
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
大
切
な

かんな川水辺の楽校運営協議会

掛
かけがわ

川　優
ゆ う こ

子さん（白石）

1952年北海道生まれ。かんな川水辺の楽校の創設時
から運営協議会のメンバーとして活動。イベントな
どを通じて、子どもたちに川の大切さを伝える。  

Profi le

川

welcome to library
図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　藤岡市立図書館☎㉒1669

　

本
市
で
は
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
に

対
し
て
子
ど
も
、
大
人
の
両
方
か
ら
根

絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み

　

全
小
中
高
等
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

い
じ
め
問
題
の
解
決
や
未
然
防
止
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
そ
の
根
絶
を
図
る「
子

ど
も
会
議
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
子
ど
も
た
ち
の
話
し
合
い
か
ら
生

ま
れ
た「
ス
マ
イ
ル
ハ
イ
タ
ッ
チ
あ
い
さ

つ
運
動
」「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
は
ぁ
と
ふ
る
ツ

　本市は学校教育における重要施策の一つとして
「いじめ対策を重点においた人権教育の推進」を掲げ
ています。いじめを起こさせない、なくしていくため
には学校・家庭・地域が連携していくことが求めら
れています。

リ
ー
運
動
」は
平
成
26
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ケ
ー
タ
イ
な
ど

を
使
用
し
た
新
た
な
い
じ
め
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
本
年
度
の
子
ど
も

会
議
で
は
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

大
人
の
取
り
組
み

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
子

ど
も
の
い
じ
め
問
題
の
解
決
に
つ
い
て

話
し
合
う「
教
育
懇
談
会
」を
５
つ
の
中

学
校
区
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
懇
談
会
に
は
地
域
の
人
や
学
校
関
係

者
、
保
護
者
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
の
貴
重
な
意
見
が
活
発
に
交

わ
さ
れ
ま
す
。
意
見
交
換
を
通
し
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
つ
な
が
る
必
要

性
や
立
場
ご
と
の
役
割
を
確
認
し
、
い

じ
め
を
な
く
す
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

学
校
で
も

　

日
常
的
に
子
ど
も
た
ち
の
人
権
感
覚

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
各

学
校
で
人
権
週
間
を
定
め
、
人
権
標
語

の
作
成
や
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
は
ぁ
と
ふ
る
ツ

リ
ー
運
動
で
他
の
人
の
よ
さ
に
触
れ
る

こ
と
を
通
し
て
、
人
権
感
覚
を
一
層
高

め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
27
・
28
年
度
の
２
年
間
、
美
土

里
小
学
校
を「
人
権
教
育
実
践
推
進
校
」

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
美
土
里
小
学
校

で
は「
い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る
差
別

や
偏
見
を
見
抜
く
力
」「
い
じ
め
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
実
践
力
」

の
育
成
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
活
躍
で
き
る
場
と
し
て
、
学
校
の
あ

り
方
を
調
査･

研
究
し
て
い
ま
す
。
11

月
に
そ
の
成
果
を
発
表
し
、
そ
の
取
り

組
み
を
市
内
全
小
中
学
校
へ
広
げ
て
い

き
ま
す
。

いじめ撲滅に向けて

コーヒーが
　　　冷めないうちに

日野原重明先生の
　　　　生き方教室

きみがもし
　選挙に行くならば

著者▷川口俊和
過去に戻れる喫茶店で起こった心温
まる４つの奇跡の物語。

聞き手▷大西康之
100歳を超えても挑戦し続ける。人
生を朗らかに生きるためのバイブル。

著者▷古川元久
どうして選挙が必要なの？現職国会
議員が本音で語り明かした親子問答。

地域

学校

家庭

家庭での取り組みなど、活発な意見が飛び交った教育懇談会

連携して

いじめ0
ゼロ

へ
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り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
山

車
の
上
で
太
鼓
を
た
た
く
気
分
は
最

高
で
す
！
み
ん
な
で
藤
岡
の
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

（
坂
本
）

員
の
採
用
が
始
ま
り
ま
す
。

数
年
前
に
自
分
も
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
受
験
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
就
職
に
は
不
安
と
期
待
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
緒
に
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
熱
意
あ
る
人
の
受

験
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 （
上
原
）

飛
ぶ
車
、
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
、

猫
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
…
。「
未
来
」

を
感
じ
る
ア
イ
テ
ム
で
す
。
未
来
の

藤
岡
は
ど
ん
な
姿
で
し
ょ
う
か
。
猫

型
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
会
う
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

明
る
い
未
来
に
期
待
で
す
。 （
黒
澤
）

国や県、市の職員がＡＴＭでの操作を
お願いすることは絶対にありません。

携帯電話でＡＴＭの操作方法を指示し、振り
込みを誘導するのは還付金詐欺の典型的な手
口です。「還付金がもらえるなら」と、相手の
言うことをうのみにせず、いったん電話を切
って相手の名乗った機関に事実関係を確認し
てください。あやしい電話を受けたら、警察
署や消費生活センターに相談してください。

上野国分寺瓦を製造した瓦の里・藤岡で江戸時代か
ら鬼瓦に携わってきた山口鬼瓦店。「現代の名工」で
ある店主が魂をこめて瓦を彫ります。

市役所の職員を名乗る人から
「医療費の還付があります。還

付手続きの期限は本日までです。還付
金を受け取ることができるので、すぐ
に携帯電話を持ってＡＴＭに行ってください」と電
話がありました。市の職員なら安心だと思ったの
ですが信用できますか。

　

６
月
１
日
号
へ
の
感
想

６
月
１
日
号
へ
の
感
想

賞
・
表
彰
の
み
な
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
信
に
満
ち
た
表
情
に
感
服
し
ま

し
た
。「
ち
び
っ
こ
市
民
」で
は
子

ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
笑
顔
に
い

や
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

風
に
成
長
し
て
い
く
の
か
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
広
報
っ
て
温
か

い
で
す
ね
。（
50
代
・
女
性
）

　
　
　
　
　

●

　

受
賞
・
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
広
報
に
は
ま
ち
の
人
た

ち
の
温
か
い
表
情
を
た
く
さ
ん
載

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
職
員
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ

撮
影
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

曜
日
の
朝
に
は
息
子
と

「
桑
の
実
を
食
べ
に
行
こ

う
」と
会
話
を
し
ま
す
。
大
き
な

口
を
あ
け
て
桑
の
実
を
食
べ
る
子

ど
も
の
姿
を
見
る
と
、
体
操
服
を

「
ど
ど
め
色
」に
染
め
て
母
親
に
怒

ら
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
が
続
く
こ

と
を
祈
り
ま
す
。（
40
代
・
男
性
）

　
　
　
　
　

●

　

息
子
さ
ん
と
の
楽
し
そ
う
な
姿

が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
変
わ
ら
な

い
光
景
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

私
た
ち
で
豊
か
な
自
然
が
続
く
よ

う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

民
陸
上
大
会
に
息
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
い
き
い

き
と
走
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
再
確
認
で

き
ま
し
た
。
近
年
は
子
ど
も
の
ス

ポ
ー
ツ
離
れ
が
さ
さ
や
か
れ
て
い

ま
す
。
市
民
が
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
大
会
が
続

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
40

代
・
男
性
）

　
　
　
　
　

●

　

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

お
便
り
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
文
章
は
紙
面

の
都
合
上
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　皆さんの声を募集します。本紙への感想、
身の回りであった出来事や日常生活で感じた
ことなどをお寄せください。「まちの声」で紹
介します。
　※個別の回答はしません

応募・問い合わせ　ハガキかメールに住所、
氏名、性別、年齢、電話番号を明記して〒
375-8601（住所不要）市役所秘書課広報広
聴係「まちの声」応募係・ h isyo@c i t y .
fujioka.gunma.jpへ

お便りをくれた人の中から山口鬼瓦店より鬼
瓦コースターを10人にプレゼント。応募締切
は７月15日㈮当日消印有効です。
※ 当選者の発表は10日前後で、引換券の発送をも
ってかえさせていただきます

編
集
後
記

編
集
後
記

だ
ま
だ
元
気
な
両
親
。
と
は

い
え
傘
寿
間
近
。
実
家
は
庭

の
木
々
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、

建
物
自
体
も
築
後
40
年
以
上
で
傷
み

が
進
ん
で
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
今
後
の

事
が
気
に
な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
早

い
う
ち
に
家
族
会
議
か
な
。 （
髙
橋
）

プレゼントの提供者を募集しています。
秘書課広報広聴係（☎402208）までご連絡ください。

まちの声

瓦コースター
２個プレゼント

受日

市

水分を吸着しやすい素焼き
の製品です。素朴さと味わ
い深さを堪能してください。

藤岡市藤岡1866-7　☎㉒0579
営業時間／事前に連絡をいただければ対応します

ま空職祭

プレゼント

読者のみなさん
からの声を紹介
します。

　国宝化指定を目指す妙成寺の敷地内に、昨年３月14
日の北陸新幹線開業に合わせてオープンした「寺の駅
寿福」。全国に道の駅は多く存在しますが「寺の駅」と
名が付くのはここだけです。
　店内ではそばやおにぎりなどの軽食を提供するほか、
無農薬・無肥料の自然栽培のお米や地元特産品などの
販売にも特化し、優しい女性スタッフが同寺を訪れた
観光客を温かくもてなします。
　オープンして１年３カ月。店頭には羽咋工業高校の
生徒がデザインした新たな看板も掲げられました。店
内の品数も大きく増え、羽咋市のＰＲや交流人口拡大
にも一役買っています。妙成寺にお越しの際は、ぜひ
お立ち寄りください。

全国で唯一の寺の駅

石川県羽咋市
は く い

↑温かい雰囲気の中、笑顔で歓迎するスタッフ。

妙成寺とともにおもてなし

ＡＴＭへの誘導に注意

消費生活の相談は消費生活センター
☎ 兼用⑳1133(来庁相談要予約)
相談時間　平日午前９時～午後４時

山口鬼瓦店

↑かつて藤岡市内で盛んに行われていた
達磨釜での瓦焼きの様子。昭和30年代に
は藤岡の瓦産業は全盛期を迎えました。
80数軒の窯元が作る瓦は、松のまきにい
ぶされ、銀灰色の美しい色と光沢が高く
評価されていました。

達磨釜での瓦焼き

　昔懐かしい写真を募集しています。写
真はデータを保存してお返しします。
問い合わせ　秘書課（☎402208）

年代：昭和35年頃
写真：市役所保存
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ホ
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■
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社

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ち
びっ
こ
登
場

市
民

442

第
1134号
平
成
28年

7月
1日
発
行

金
か ね こ

子　大
や ま と

翔くん
（２歳４カ月・藤岡）

小
お の ざ わ

野澤  翔
と き お

生王くん･光
ひ か り

莉ちゃん
（３歳５カ月・１歳３カ月・藤岡）

「優しいときくん♪笑顔のひかちゃん
♡これからも仲良し兄妹でいてね♪」

稲
い な が き

垣　歩
ほ の か

華ちゃん
（１歳11カ月・藤岡）

「元気で優しくて甘えん坊な大翔。こ
れからも元気一杯大きくなってね♪」

「祝２歳☆わが家のアイドル♪い
つも可愛い笑顔をありがとう♡」

 ちびっこ応募 ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法　任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
　　　　　　メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208・ hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

　藤岡の憩いの場である庚申山。189mの低山
ですが、雑木林のなかには野鳥が飛び交い、さ
えずりに心が和み爽快な気分になれます。また
老若男女問わずジョギングやウオーキングをす
る健康志向の人が多いです。

◆投稿方法
　みんなに自慢したい、ふるさとの様子など
の写真を募集しています。写真の説明文を添
えて秘書課広報広聴係までお送りください。
　掲載基準など詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　秘書課（☎402208）

市民による市民による
写真投稿ギャラリー写真投稿ギャラリー

群馬百名山

　　黒澤鉄二さん（72）藤岡

　八塩温泉の周辺には約5,000株のアジサイが
あります。例年６月中旬から花を咲かせ７月中
旬まで楽しめます。七福神に、御荷鉾山にいた
とされる福鬼神を入れた「八福神」めぐりを楽し
めるコースも整備されていて楽しめます。

　　御供良一さん（68）小林

弁天池に咲くあじさい


